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スイレン

暴走する
安倍にＮＯ！

６.12 戦争をさせない全国署名提出集会

　

６
月
20
日
、
わ
ず
か
数
時
間
の

国
会
審
議
で
特
定
秘
密
保
護
法
の

運
用
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
情
報
監

視
審
査
会
」
の
設
置
が
強
行
採
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査
会
は
政

府
の
追
認
機
関
に
す
ぎ
ず
、
権
限

も
あ
り
ま
せ
ん
。
安
倍
政
権
の
暴

走
ぶ
り
は
昨
年
12
月
の
秘
密
保
護

法
制
定
時
よ
り
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
集
団
的
自
衛

権
容
認
の
閣
議
決
定
＝
解
釈
改
憲

に
至
り
ま
し
た
。
連
立
か
ら
離
れ

ら
れ
な
い
公
明
党
は
「
歯
止
め
を

か
け
た
」
と
し
て
い
ま
す
が
、「
集

団
的
安
全
保
障
」
に
踏
み
込
む
こ

と
を
織
り
込
み
済
み
の
自
公
合
意

は
、
今
後
際
限
な
く
拡
大
解
釈
さ

れ
る
こ
と
を
予
兆
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
の
外
交
政
策
ブ
レ
ー
ン
で

安
保
法
制
懇
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

元
外
務
官
僚
・
岡
崎
久
彦
は
、
テ

レ
ビ
朝
日
・
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
自
衛
隊
は

戦
争
す
る
軍
隊
に
な
る
」
と
応
え

て
い
ま
す
。
戦
場
で
銃
を
持
つ
の

は
私
た
ち
の
孫
で
す
。
安
倍
で
も

的
派
遣
・
解
雇
自
由
な
ど
の
労
働

法
制
改
悪
が
目
論
ま
れ
て
い
ま
す
。

企
業
が
世
界
一
活
動
し
や
す
い
国

を
目
指
す
こ
と
は
、労
働
者
に
と
っ

て
世
界
一
過
酷
な
国
に
な
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
政
策
、
社
会
福
祉
政
策
に

対
す
る
安
倍
政
権
の
姿
勢
も
許
せ

ま
せ
ん
。
安
倍
の
暴
走
を
止
め
る

た
め
、
戦
争
反
対
！　

労
働
者
の

権
利
を
守
れ
！　

脱
原
発
！
の
声

を
地
域
で
街
頭
で
響
か
せ
、
特
に

若
者
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

岡
崎
で
も
経
団

連
会
長
で
も
高

級
官
僚
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
安
倍

の
暴
走
は
労
働

者
を
無
権
利
状

態
に
た
た
き
落

と
す
方
向
で
突

き
進
ん
で
い
ま

す
。
残
業
代
ゼ

ロ
法
案
・
永
続

戦
争
反
対
！
解
釈
改
憲
阻
止
！

残
業
代
ゼ
ロ
・
労
働
法
制
改
悪
阻
止
！
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高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
は
在
宅
ケ
ア

体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。
医
療
・

介
護
総
合
確
保
推
進
法
は
、
安
心

の
地
域
・
在
宅
ケ
ア
を
確
立
す
る

こ
と
が
目
的
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
法
案
は
、
①
病
床
区

分
変
更
に
よ
る
入
院
医
療
の
短
縮

化
措
置
に
伴
い
「
患
者
難
民
」
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
、
②
介

護
の
要
支
援
者
対
象
事
業
の
市
町

村
移
行
は
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差

と
要
支
援
者
の
切
捨
て
に
つ
な
が

り
、
結
果
と
し
て
重
篤
化
を
も
た

ら
す
、
③
介
護
保
険
利
用
の
自
己

負
担
率
ア
ッ
プ
は
保
険
利
用
の
自

粛
↓
重
篤
化
に
つ
な
が
る
、
④
特

養
入
所
条
件
の
厳
格
化
は
貧
困
ビ

ジ
ネ
ス
に
高
齢
者
が
食
い
物
に
さ

れ
る
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
発
足

の
理
念
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

　

自
治
退
・
地
公
退
は
こ
の
問
題

点
を
指
摘
し
、
高
齢
者
連
合
の
中

心
部
隊
と
し
て
衆
参
両
院
の
国
会

審
議
の
傍
聴
や
議
員
要
請
な
ど
の

取
組
み
を
進
め
ま
し
た
（
自
治
退

東
京
常
任
幹
事
と
し
て
庄
司
事
務

局
長
が
参
加
）。
ま
た
、
参
院
の
公

聴
会
で
は
連
合
の
古
賀
会
長
が
自

治
退
・
地
公
退
の
考
え
方
を
踏
ま

え
て
「
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差

が
拡
大
し
、
要
支
援
者
の
切
り
捨

て
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」「
19
本

の
法
案
を
束
ね
た
審
議
は
拙
速
だ
。

こ
の
よ
う
に
不
十
分
な
審
議
で
見

切
り
発
車
と
な
れ
ば
将
来
に
禍
根

を
残
す
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
数
を
背
景
と
す
る
安

倍
政
権
は
、
民
主
党
な
ど
全
野
党

が
審
議
不
足
を
訴
え
て
慎
重
審
議

を
求
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
強
行
採

決
し
、
６
月
18
日
に
法
案
は
可
決
・

成
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

法
案
は
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
闘
い
は
ま
だ
続
き
ま
す
。

(1)
市
町
村
の
事
業
と
さ
れ
た
介
護

の
要
支
援
者
対
象
事
業
の
予
防
給

付
を
少
な
く
と
も
従
来
レ
ベ
ル
で

維
持
さ
せ
る
こ
と
。

(2)
在
宅
医
療
と
介
護
の
促
進
に
は

人
的
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
介
護

保
険
労
働
者
の
雇
用
と
労
働
条
件

改
善
の
取
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
ら
取
組
み
を
通
じ
て
問
題

点
を
鮮
明
に
し
、
制
度
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

介
護
保
険
制
度
発
足
の
理
念
に
逆
行
す
る

参議院厚生労働委員会で質問する
相原久美子議員と退職者連合の傍聴行動

法
案
は
問
題
だ
ら
け

自
公
政
権
が
強
行
採
決

今
後
の
取
組
み
は
�

は
「
塩
村
さ
ん
は
受
け
流
す
余
裕

を
持
っ
て
欲
し
い
。」
と
。
▼
元
航

空
幕
僚
長
の
田
母
神
俊
雄
は
「
発

言
が
ど
う
し
て
女
性
蔑
視
な
の
か
。

い
い
じ
ゃ
な
い
か
そ
の
く
ら
い
。」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
▼
女
性

差
別
や
じ
の
発
言
者
鈴
木
章
浩
議

員
は
尖
閣
列
島
上
陸
事
件
の
一
員

で
す
。
▼
こ
れ
ま
で
も
数
々
の
女

性
差
別
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

右
寄
り
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
の
女

性
差
別
発
言
が
目
立
ち
ま
す
。「
伝

統
的
女
性
観
」
が
共
通
項
の
よ
う

で
す
。
▼
ま
た
、
右
寄
り
と
さ
れ

る
マ
ス
コ
ミ
も
「
涙
の
ヒ
ロ
イ
ン 

・
華
麗
な
る
履
歴
」（
週
刊
文
春
） 

、

「
美
人
都
議
・
白
い
ス
ネ
の
傷
」（
週

刊
新
潮
）
等
と
報
道
し
、
そ
の
記

事
が
セ
ク
ハ
ラ
で
あ

る
こ
と
に
無
自
覚
で

す
。
▼
差
別
は
人
権

侵
害
で
す
。
都
議
会

は
残
る
差
別
発
言
者

を
特
定
し
、
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
を
！ ▼

東
京
都
議
会
で
み
ん

な
の
党
・
塩
村
文
夏
議

員
へ
「
お
前
が
結
婚
し

ろ
」「
産
め
な
い
の
か
よ
」

と
の
や
じ
が
飛
ん
だ
事

件
に
つ
い
て
、
明
治
天

皇
の
玄
孫
・
竹
田
恒
泰

愚者一得



東京清掃労働組合退職者会機関紙　2014 年７月

３

　

主
催
者
挨
拶
で
本
郷
会
長
は
、

「
超
高
齢
社
会
の
進
行
に
反
し
て
安

倍
政
権
は
年
金
・
医
療
・
介
護
な

ど
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
を
押
し

進
め
て
お
り
、断
じ
て
許
せ
な
い
。」

「
組
織
の
面
で
は
、
東
交
退
職
者
会

と
の
統
合
に
つ
い
て
具
体
的
な
協

議
を
進
め
て
い
る
。」
等
と
、
現
下

の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
講
演
は
、
上
野
満
雄

自
治
労
顧
問
医
に
よ
る｢

高
齢
者

の
健
康
と
生
活
問
題
〜
元
気
で
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
す
た
め
〜
」

で
し
た
。
約
１
時
間
半
、
事
例
を

含
め
、
と
き
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
ま

じ
え
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 　

　

超
高
齢
者
社
会
で
増
大
す
る
四

大
疾
病
（
が
ん
・
心
臓
病
・
肺
炎
・

脳
血
管
疾
患
）
を
直
視
し
て
正
面

か
ら
取
り
組
み
、
健
康
的
で
充
実

し
た
老
後
を
送
る
た
め
、
①
自
ら

の
運
動
能
力
は
年
相
応
か
、
②
健

康
管
理
の
取
組
み
は
適
し
た
も
の

か
、
③
日
頃
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
は

取
れ
て
い
る
か
、
④
適
正
な
血
圧

管
理
＝
定
期
的
な
測
定
を
し
て
い

る
か
な
ど
、
自
身
の
体
力
と
日
常

の
生
活
の
点
検
を
行
っ
て
把
握
し
、

日
々
自
ら
の
生
活
を
振
り
返
り
、

定
期
的
に
関
係
機
関
（
医
師
な
ど
）

と
相
談
し
て
健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が

必
要
だ
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
ら
を
見
直
す
こ
と
の
重
要
さ

を
認
識
す
る
機
会
を
得
ら
れ
、
大

変
有
意
義
で
し
た
。
今
年
の
清
掃

退
職
者
会
の
学
習
会
は
、「
介
護
保

険
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
予
定

で
す
が
、
健
康
問
題
も
取
り
上
げ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
に
行
わ
れ
た
都
庁
退

親
睦
交
流
会
に
、
庄
司
事
務
局
長
、

馬
鳥
幹
事
、
小
泉
英
代
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

飯
田
橋
を
出
発
、
目
的
地
は
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
山
梨
県
勝
沼「
し

ま
む
ら
農
園
」
で
す
。
前
日
の
雨

で
天
候
が
心
配
で
し
た
が
、
勝
沼

到
着
の
頃
に
は
晴
れ
て
一
安
心
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
を
枝
か
ら
と
っ
て

ほ
お
ば
る
と
、
香
り
と
甘
さ
が
渾

然
と
な
っ
て
口
一
杯
に
広
が
り
ま

す
。
至
福
の
美
味
し
さ
に
参
加
し

た
み
な
さ
ん
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

そ
の
後
、ぶ
ど
う
の
丘
温
泉
「
天

空
の
湯
」
で
、
甲
斐
の
山
々
を
な

が
め
な
が
ら
温
泉
を
楽
し
み
、
昼

食
交
流
会
を
も
ち
ま
し
た
。

都
庁
退
親
睦
交
流
会
に
参
加
し
て

　

帰
り
に
道
の

駅
甲
斐
大
和
と

笹
一
酒
造
に
立

ち
寄
り
、
見
学

と
お
買
い
物
。

本
当
に
楽
し
い

親
睦
交
流
会
に

な
り
ま
し
た
。

自
治
退
都
本
部
学
習
会

自治労顧問医
上野満雄講師

　

自
治
退
都
本
部
学
習
交
流
集
会
が
６
月
５

日
〜
６
日
、
箱
根
路
開
雲
で
開
催
さ
れ
、
柳

副
会
長
と
小
林
事
務
局
次
長
（
庄
司
事
務
局

長
は
都
本
部
役
員
で
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　最近、何でもない処で転んだ
り、うっかり忘れ物をした経験
がありませんか？　気を付けて
事故にあわないようにすること
が第一ですが、万一事故にあっ
た場合の強い味方が「自治退・
安心総合共済」です。事故によ
るケガ、携行品の破損や損害賠
償等が対象で、毎年、加入者か
ら「入っていてよかった」の声
が上がっています。加入の相談
は戸枝会計へ一報ください。

安心総合共済で

あんしん
加入申込みは
９月末まで
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６
月
22
日
、
東
京
清
掃
主
催
の

狭
山
事
件
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、

日
曜
日
に
も
関
わ
ら
ず
38
名
参
加
。

　

冤
罪
・
狭
山
事
件
で
犯
人
に
さ

れ
た
石
川
一
雄
さ
ん
は
、
自
由
と

人
間
の
尊
厳
を
51
年
も
の
長
き
に

亘
り
奪
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
地

調
査
は
、
犯
行
の
自
供
に
基
づ
く

石
川
さ
ん
の
行
動
を
た
ど
っ
て
追

体
験
し
、
自
供
通
り
の
犯
行
が
不

可
能
な
こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。

　

袴
田
事
件
等
多
く
の
冤
罪
が

　

６
月
28
日
、「
川
内

原
発
を
再
稼
働
さ
せ

る
な
！
さ
よ
う
な
ら
原

発
首
都
大
行
進
」
が
明

　

５
月
21
日
、
福
井
地
裁
は
関
西

電
力
に
対
し
大
飯
原
発
の
運
転
差

止
め
を
命
じ
ま
し
た
。「
経
済
よ
り

人
の
命
と
健
康
を
優
先
す
べ
き
」

と
す
る
画
期
的
な
判
決
で
し
た
。

　

大
き
な 

「
脱
原
発
の
世
論
」
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権

は
民
主
党
政
権
が
打
ち
出
し
た「
原

発
ゼ
ロ
」
を
撤
回
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
に
原
発
再
稼
働
を
明
記

し
ま
し
た
。
ま
た
、
何
が
何
ん
で

も
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
、

原
子
力
規
制
委
員
会
で
厳
し
い
指

摘
を
し
て
き
た
地
震
学
の
島
崎
邦

彦
委
員
長
代
理
を
退
任
さ
せ
、「
原

子
力
村
」
の
住
民
と
交
代
さ
せ
る

人
事
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
鹿
児
島
県
の
川
内
原
発

が
再
稼
働
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
噴
火
や
火
砕
流
の
危
険
性
が

極
め
て
高
い
地
域
に
立
地
し
て
い

な
が
ら
、
各
自
治
体
の
避
難
計
画

が
未
整
備
な
川
内
原
発
は
絶
対
に

稼
働
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事前学習会で石川一雄さんと
石川早智子さんのお話しを聞く

心境を披露する
石川一雄さん

次
は
狭
山
だ
！

東
京
清
掃
が

狭
山
事
件
現
地
調
査

川
内
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
な
！

さ
よ
う
な
ら
原
発

首
都
大
行
進治公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
で
い
つ
も
よ
り
少
な

か
っ
た
と
は
い
え
約
３
千
名
が
参

加
し
、
集
会
の
後
、
青
山
・
原
宿

を
デ
モ
行
進
し
て
脱
原
発
を
訴
え

ま
し
た
。
清
掃
退
も
５
名
参
加
、

今
後
も
脱
原
発
運
動
に
は
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
一
同「
次

は
狭
山
だ
」
の
想
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

非正規差別に歯止めを

　東京メトロの売店で働く非正
規労働者の労働組合が、正規職
員との差別解消の闘いを果敢に
いどんでいます。
　正社員と同じ仕事をしていて
も賃金は半分以下、退職金もな
く、休暇も格差があるなどの差
別に異議ありと、ストライキで
闘い、非正規差別撤廃訴訟を起
しています。
　おばちゃんたちの闘いは、非
正規労働者＝低賃金の構造に風
穴を開けようというものです。
ガンバレ！　応援するぞ！


